
基本方針 

1. 事業活動等を積極的に推進し、部会員の親睦・交流をより一層高め、 経営者としての資質の向上 

 神田商人の伝統を継続 

 最新の経営情報の交換と実務知識の習得 

 幅広い教養と豊かな人格をそなえた経営者像の創造を図ります 

2. 本会の事業活動の円滑な運営に積極的に寄与します 

3. 税務行政等に対する協力を積極的に行います 

4. 公益目的事業を積極的に推進します 

5. 部会員の増強を随時積極的に推進し、部会組織の充実を図ります 

6. 公益財団法人全国法人会総連合・一般社団法人東京法人会連合会の事業活動等に積極的に協力します

（租税教育の積極的な推進活動を図る） 

7. 部会の効果的広報活動を検討します 

8. 本会組織の拡充に積極的に協力します 

 

 

青年部会規則 

第1条 名称 

本部会は、公益社団法人神田法人会（以下「本会」という。）青年部会（以下「本部会」という。）と称し、

事務所を本会事務局内に置く。 

 

第2条 目的 

本部会は法人会活動に協力するとともに、部会員の知識、教養をたかめ、部会員相互の親睦をはか

ることをもって目的とする。 

第3条 構成員 



本部会は本会会員であって本部会の趣旨に賛同する原則として年齢 50歳までの経営者、役員およ

びそれに準ずる者をもって構成する。 

 

第4条 事業 

本部会は第２条の目的を達成するため次の事業を行う。 

⑴ 法人会活動を活性化するため、組織の拡充、体質の強化に協力する。 

⑵ 経営、経理、税務に関する知識、能力の向上をはかるため、講演会、研修会等を開催する。 

⑶ 部会員の教養をたかめ、相互の親睦をはかるため、諸会合を開催する。 

⑷ その他第２条の目的を達成するために必要な事業を行う。 

 

第5条 入会・退会 

本部会の入会、退会は所定の手続きによる。 

 

第6条 役員の種類等 

本部会に次の役員を置く。 

部会長  1名 

副部会長  若干名 

幹事  若干名 

監事  若干名 

２． 前項の規定に関わらず、顧問を必要に応じて若干名置くことが出来る。 

 

第7条 役員の選任 

役員は部会総会において部会員の中から選出し、理事会の承認を得て本会会長が委嘱する。 

２． 役員の任期は２年とする。 

３． 顧問を除く役員の再任は妨げない。ただし、顧問の再任は１回までとする。 

 

第8条 役員の職務 

部会長は、本部会を代表し、会務を統括する。 

２． 副部会長は部会長を補佐し、部会長事故あるときは、その職務を代行する。 

３． 幹事は部会の常務を処理する。 

４． 監事は本部会会計を監査する。 

 

第9条 会議 



本部会の会議は部会総会および役員会とし、部会長がこれを召集し、議長となる。 

２． 部会総会および役員会は出席者の過半数の同意を得て議決する。 

３． 会議において決議した事項は理事会に報告しなければならない。 

４． その年度の事業計画に示された以外の新たな事業等の計画については、あらかじめ理事会の

承認を受けなければならない。 

 

第10条 事業年度 

本部会の事業年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

 

第11条 会計 

本部会の経費は別に定める部会費及び本会補助金を以ってこれに充てる。ただし、必要と認められ

た場合には臨時会費を撤収することが出来る。 

 

第12条 承認 

本部会の収支予算および決算は事業計画および事業報告とともに理事会に提出し、その承認を受け

なければならない。 

 

第13条 附則 

１． この規則の改廃は、部会総会で決議した上で、理事会の決議を得なければならない。 

２． 本規則に定められていない事項については、本会定款を準用する。 

３． 本規則は昭和５７年４月１３日より施行する。 

 

＜改定履歴＞ 

昭和５９年 0５月１０日 一部改正 

平成１９年 0４月２５日 一部改正 


